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高
知
県
労
連
は
一
〇
月
三
〇

日
、
結
成
二
〇
周
年
記
念
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
場
は
来
賓
、
組
合
員
な
ど
一

二
〇
名
で
あ
ふ
れ
、
旧
交
を
温

め
る
と
同
時
に
、
今
後
の
運
動

な
ど
に
つ
い
て
大
い
に
語
り
合

「
希
望
に
輝
く
未
来
に
」

　
向
か
っ
て
新
た
な
船
出

針路
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十
一
月
に
入
っ
て
景
気
回
復
を
伝
え

る
記
事
が
目
立
っ
て
き
た
。
し
か
し
、

雇
用
情
勢
は
依
然
厳
し
い
。
九
月
の
有

効
求
人
倍
率
は
〇
・
四
三
％
と
二
年
ぶ

り
に
改
善
し
、
完
全
失
業
率
も
五
・
三
％
と
二
ヶ

月
連
続
改
善
し
た
と
は
言
え
、
厳
し
い
状
況
に
は

変
わ
り
な
い
。
◆
高
知
県
内
の
九
月
末
の
高
卒
求
人

数
は
、
前
年
同
期
比
で
四
七
・
三
％
減
。
内
定

率
は
三
六
・
二
％
に
過
ぎ
な
い
。
輸
出
頼
み
、

「
雇
用
な
き
景
気
回
復
」

に
変
化
は
な
さ
そ
う

だ
。
◆
そ
ん
な
中
、
面
白
い
記
事
を
見
つ
け
た
。

「
ド
イ
ツ
　
経
済
危
機
で
も
賃
上
げ
獲
得
」
。
国

内
総
生
産
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
下
、
二
三
の
産
業
分
野

で
賃
上
げ
を
獲
得
し
、
ボ
ー
ナ
ス
も
一
・
五
％
～

七
・
三
％
の
上
昇
。
そ
の
背
景
に
は
、
「
内
需

拡
大
で
景
気
回
復
」
を
掲
げ
る
ド
イ
ツ
労
働
組
合

総
同
盟
の
運
動
方
針
が
あ
る
と
の
こ
と
。

◆
一

方
、
日
経
十
一
月
三
日
付
け
は
、
「
給
与
一
六
ヶ

月
連
続
減
　
欧
米
は
上
昇
傾
向
」
と
い
う
記
事
を

載
せ
て
い
る
。
「
日
本
企
業
は
人
員
削
減
を
抑
え

る
代
わ
り
に
、
給
与
や
賞
与
の
削
減
で
景
気
悪
化

に
対
応
し
て
き
た
」
と
記
事
は
述
べ
て
い
る
。
◆

は
た
し
て
そ
う
な
の
か
、
日
本
企
業
は
人
員
削
減

を
抑
え
て
い
る
の
か
。
「
賃
下
げ
も
」
「
首
切
り

も
」
や
っ
て
い
る
の
が
、
日
本
の
大
企
業
の
実
態

で
は
な
い
か
。
◆
「
連
合
」
は
十
一
月
三
日
、

中
央
委
員
会
を
開
き
、
ベ
ア
見
送
り
方
針
を
決
定

し
た
。
◆
「
不
況
下
で
も
賃
上
げ
」
。
（
「
連

合
」
と
は
）
別
の
選
択
肢
も
あ
り
う
る
。
政
治

の
世
界
と
同
じ
よ
う
に
。
労
働
者
に
そ
う
実
感
さ

せ
る
だ
け
の
組
織
力
量
を
全
労
連
が
持
た
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
田
）

い
ま
し
た
。

　　
労
働
戦
線
の
右
翼
的
再
編
成

に
抗
し
て
結
成
し
た
の
が
二
〇

年
前
の
一
〇
月
二
一
日
。
全
国

に
先
駆
け
て
の
結
成
で
し
た
。

　
吉
井
美
賀
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
演

奏
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
。
西
山
潤

執
行
委
員
長
が
、

主
催
者
挨

拶
。

　
歴
代
の
執
行
委
員
長
も
駆
け

つ
け
、
結
成
当
初
か
ら
の
苦
労

話
や
今
後
の
県
労
連
運
動
へ
の

期
待
や
注
文
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　
二
〇
周
年
の
記
念
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
が
用
意
さ
れ
、
二
〇
年
を
振

り
返
る
ス
ラ
イ
ド
に
は
「
若
い

ね
～
」

の
た
め
息
が
あ
ち
こ
ち

か
ら
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
県
の
高
松
商
工
労
働
部
長
や

日
本
共
産
党
、
社
民
党
か
ら
も

出
席
い
た
だ
き
、
盛
大
な
会
合

と
な
り
ま
し
た
。
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高
知
県
医
労
連
の
新
し
い
仲
間
が
う
ま
れ
ま
し
た
。

組
合
名

は

「
高
知
県
医
労
連
ち
ひ
ろ
コ
ス
モ
ス
労
働
組
合
」

で
す
。

　
須
崎
市
の
医
療
法
人
千
博
会
ネ
オ
リ
ゾ
ー
ト
ち
ひ
ろ
病
院

（
八
九
床
）

で
働
く
職
員
で
つ
く
る
組
合
で
す
。

須
崎
市
の
高

岡
教
育
会
館
で
開
か
れ
た
結
成
大
会
に
は
四
〇
名
近
く
が
集
ま

り
ま
し
た
。

 

年
末
ま
で
の
組
織
拡
大
月
間
に
大
き
な
ハ
ズ
ミ
と
な
り
ま
す
。

 

今
年
九
月
下
旬
の
相
談
か
ら
、

県
労
連
も
か
か
わ
り
学
習
会
、

説

明
会
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
理
事
長
と
の
対
立
か
ら
医
師
や

師
長
の
相
次
ぐ
退
職
や
、

一
時
金

の
切
り
下
げ
、

賃
金
表
が
な
く

サ
ー
ビ
ス
残
業
が
蔓
延
す
る
な
ど

様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、

病
院
の
民
主
的
運
営
も
大

き
な
課
題
で
す
。

「
自
分
た
ち
で
理
事
長
に
申
し
入

れ
を
し
た
け
れ
ど
も
、

相
手
に
さ

れ
な
か
っ
た
。

自
分
た
ち
の
組
合

を
作
り
、

光
が
見
え
て
き
た
よ
う

な
思
い
で
す
」

と
思
い
を
語
り
ま

す
。

　
医
労
連
と
し
て
は
須
崎
市
内
で

二
ヶ
所
目
の
組
合
で
す
。

福
祉
保

育
労
の
く
す
の
き
園
分
会
も
二
年

前
に
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

パ
ワ

フ
ル
な
ち
ひ
ろ
コ
ス
モ
ス
労
働
組
合

の
今
後
の
活
動
が
期
待
さ
れ
ま

す
。 今

、
須
崎
地
域

が
元
気
！

秋の組織拡大にハズミ！

　
ま
た
、

永
く
休
止
状
態
に
あ
っ

た
須
崎
労
連
も
再
始
動
し
て
お

り
、

単
組
、

産
別
の
垣
根
を
越

え
た
大
き
な
組
織
が
動
き
出
そ
う

と
し
て
い
ま
す
。

十
一
月
四
日
に

は
ち
ひ
ろ
コ
ス
モ
ス
労
働
組
合
を
励

ま
す
会
を
開
催
し
、
郡
教
組
、
市

教
組
、

く
す
の
き
園
、

年
金
者

組
合
、

医
労
連
な
ど
約
二
五
名
が

参
加
し
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
地
域
労
連
の
確
立
は
、

組
織
拡

大

・

強
化
の
も
う
一
つ
の
柱
で

す
。

県
労
連
の
郡
教
組
会
館
を
地

域
労
連
の
砦
に
す
る
こ
と
が
方
針

で
す
。

須
崎
労
連
に
続
き
各
地
域

労
連
の
今
後
の
活
動
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

医労連ちひろコスモス労組結成

未組織職場に組合を
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県
労
連
・
こ
う
ち
労
働
相
談

セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
一
〇
月

の
相
談
は
二
七
件
で
し
た
。

相

談
者
は
女
性
一
四
人
、

男
性
一

三
人
。
相
談
内
容
は
解
雇
・
退

職
強
要
を
め
ぐ
る
相
談
が
八
人

で
ト
ッ
プ
、

賃
金
・
残
業
代
不

払
い
が
六
人
、

労
災
三
人
、

労

働
時
間
・
休
暇(

年
休)

四
人
、

パ
ワ
ハ
ラ
二
人
、

医
療
問
題
一

人
、

組
合
加
入
に
む
け
た
相
談

一
人
、

そ
の
他
の
相
談
二
人
で

す
。

二
人
の
女
性
か
ら
の
解
雇

が
ら
み
の
相
談

（
別
会
社
）

で

は
、

問
題
解
決
に
む
け
た
ア
ド

バ
イ
ス
で
労
働
組
合
加
入
を
勧

め
、

二
人
と
も
高
知
一
般
労
組

に
加
入
し
、
「
解
雇
撤
回
、
職

場
復
帰
」
を
求
め
る
た
た
か
い
に

立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　
一
人
は
飲
食
業
の
正
規
社
員

と
し
て
働
い
て
き
た
女
性
で

す
。

も
う
一
人
は
派
遣
先
が
大

企
業
の
短
期
雇
用
契
約
の
派
遣

社
員
で
す
。

会
社
側
が
示
し
て

い
る
解
雇
理
由

（
事
由
）

は
と

も
に
共
通
し
た

「
一
方
的
で
身

勝
手
」

な
も
の
で
あ
り
労
働
契

約
法
一
六
条

（
「
解
雇
は
客
観

的
に
合
理
的
な
理
由
を
欠
き
、

社

会
通
念
上
相
当
と
認
め
ら
れ
な
い

場
合
は
、

権
利
の
濫
用
と
し
て
無

効
と
す
る
」
）

に
照
ら
し
て
も
違

法
性
が
疑
わ
れ
る
事
案
で
す
。

こ

の
２
人
の
女
性
の
解
雇
も
弱
い
立

場
の
労
働
者
を
安
易
に
解
雇
を
す

る
と
い
う
今
の
企
業
社
会
の
風
潮

を
特
徴
的
に
あ
ら
わ
し
て
い
ま

す
。

　
今
後
の
二
人
の
解
雇
撤
回

闘
争
・
職
場
復
帰
を
求
め
る
た
た

か
い
へ
の
支
援
や
激
励
を
寄
せ
て
い

た
だ
く
よ
う
県
労
連
加
盟
組
織
の

仲
間
の
み
な
さ
ん
に
心
か
ら
訴
え
る

も
の
で
す
。

　
一
〇
月
は
須
崎
市
で
ち
ひ
ろ
・

コ
ス
モ
ス
労
組

（
四
〇
人
）

が
結

成
さ
れ
医
労
連
に
加
盟
。

県
労
連

加
盟
組
織
へ
の
組
合
加
入
者
は
全

体
で
四
三
人
で
す
。

相
談
の
契
機

で
は
知
人
や
議
員
の
紹
介
が
一
二

件
と
も
っ
と
も
多
く
、

確
実
に
県

労
連
・
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
が
広

く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
す

る
も
の
で
す
。

ま
す
ま
す
、

労

働
相
談
セ
ン
タ
ー
の
役
割
が
重
要
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、

い
っ

そ
う
の
努
力
と
奮
闘
を
し
て
い
く

決
意
で
す
。

樫
や
ん
奮
戦
記
⑧

タラバガニはもらった！！
 ｂｙ年金者組合

年
間
拡
大
目
標

８
０
０
名
を
突
破

　
年
金
者
組
合
が
年
間
拡
大
目
標
を
秋
の

拡
大
月
間
で
突
破
し
ま
し
た
。

十
一
月

で
六
二
ヶ
月
連
続
の
組
合
員
数
増
加
と
い

う
記
録
を
作
っ
て
も
な
お
、

そ
の
勢
い
が

止
ま
る
気
配
が
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
の
陰
に
は
、

去
年
か
ら
の
拡
大
統
一

行
動
な
ど
地
道
な
取
り
組
み
、

組
合
員

の
活
動
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
役
員
の
周
り
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る

中
、

拡
大
統
一
行
動
を
行
う
傍
ら
、

月

に
三
～
四
回
職
員
Ｏ
Ｂ
や
年
賀
状
の
名
簿

今
回
、

前
進
の
立
役
者

馬
詰
さ
ん
、

一
〇
名
の
拡
大

　
秋
の
主
役
は
年
金
者
組
合
の
馬
詰

さ
ん
。

な
ん
と
一
〇
名
の
組
織
拡
大

に
成
功
し
て
い
ま
す
。

そ
の
秘
訣
は

周
り
の
人
を
大
切
に
し
て
き
た
こ
と

だ
そ
う
で
す
。

四
六
年
務
め
た
郵
便

局
の
後
輩
や
地
域
の
人
と
の
人
間
関

係
が
組
織
拡
大
に
大
き
く
影
響
し
た

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
話
を
し
て
い
て
も
常
に
謙
虚
な
姿

勢
。

こ
の
結
果
も
や
は
り
人
柄
の
成

せ
る
業
と
感
じ
ま
し
た
。

な
ど
を
出
し
合
っ
て
具
体
的
対
象
者

名
簿
を
作
り
、

少
し
ず
つ
資
料
な
ど

送
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、

女

性
部
な
ど
の
花
見
や
紅
葉
狩
り
を
通

じ
て
、

未
加
入
の
人
に
呼
び
か
け
を

行
う
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。

そ
う

い
っ
た
地
道
な
活
動
が
六
二
ヶ
月
連
続

組
合
員
の
増
加
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
来
年
六
月
の
大
会
ま
で
に
九
〇
八

人
と
い
う
目
標
が
あ
り
、

今
後
は
県

本
部
だ
け
で
は
な
く
支
部
に
も
さ
ら

に
力
を
入
れ
て
行
く
と
の
こ
と
で
し

た
。

都
心
部
と
は
違
い
拡
大
も
容
易

で
は
な
い
で
す
が
、

仲
間
が
増
え
て

い
く
喜
び
を
力
に
変
え
て
さ
ら
な
る

前
進
が
期
待
で
き
そ
う
で
す
。

（拡大目標達成の賞品候補）
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午
後
２
時
～

高
知
城
ホ
ー
ル
４
Ｆ

労
働
相
談

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、
最

近
あ
っ
た
ビ
ッ
ク
リ
し
た
こ
と
、

組
合
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、

県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　
抽
選
で
３
名
様
に
図
書
券
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
（
ハ
ガ
キ
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ｅ
メ
ー
ル
）

　
締
め
切
り
は
毎
月
５
日
に
な
り

ま
す
。

介
護
保
険

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

県
国
公
が
定
期
大
会
を
開
催

総
対
話
運
動
で
公
務
員
攻
撃
を

跳
ね
返
そ
う

　　
高
知
県
国
公
は
一
〇
月
二
八
日
、

第
五

二
回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、

県
労
連
と
協
力
し
て
取
り
組

ん
で
き
た
地
方
分
権
改
革
に
対
す
る
取
り
組

み
、

行
政
な
ん
で
も
相
談
な
ど
の
活
動
を

総
括
、

「
二
一
世
紀
国
公
大
運
動
」

を
さ

ら
に
前
進
さ
せ
る
た
め
、

「
総
対
話MAP

」

を
も
と
に
地
方
自
治
体
の
決
議
運
動
、

市

民
対
話
集
会
の
開
催
な
ど
を
進
め
る
こ
と
を

決
定
し
ま
し
た
。

県労連青年部

忘年会を開催！！

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

 
 

　 
 
 
 

チ
ャ
レ
ン
ジ

《
応
募
方
法
》

　
地
域
を
守
る
た
め
に
も
公
務
員

攻
撃
を
跳
ね
返
し
、

公
務
労
働

の
必
要
性
に
つ
い
て
地
域
住
民
と

の
合
意
を
形
成
す
る
た
め
、

地
域

運
動
を
強
化
し
て
い
く
方
向
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

春
闘
討
論
集
会

午
後
一
時
半
～

高
知
城
ホ
ー
ル
４
Ｆ

全
労
連
共
済
発
足
に
向
け
た

学
習
会
を
開
催
！

　
い
よ
い
よ
二
〇
一
〇
年
二
月
一
日
か
ら
全
労
連
共
済
が

発
足
し
ま
す
。

『
助
け
合
い
』

が
前
提
で
掛
け
金
の
七

割
は
給
付
に
当
て
ら
れ
る
た
め
驚
き
の
掛
け
金
で
手
厚
い

保
障
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

組
合
の
拡
大
に
も
大
き
な
武
器

に
な
っ
て
き
ま
す
！
・

・

・
と
い
う
こ
と
で
県
労
連
で

は
共
済
の
学
習
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

共
済
の
話
か
ら
組
合
に
加
入
へ
・

・

・
そ
ん
な
学
習
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
県
労
連
ま
で
。

《日時》

日時：１２月２６日 （土） １９：００～

会場：高知県高知市帯屋町

　　　　　　　　　　２－１－３６Ｂ１Ｆ

　　　『ＦＯＯＤ　ＢＡＲ　J ＡＭ』

会費：４０００円

　※なんと今回は店を貸し切りに！！

　　女性向けの落ち着いた雰囲気です。

　　詳しくは青年部まで。

①
一
一
月
二
五
日
／
②
一
月
二
八
日
／
③
二
月
一
八
日

一
八
時
～
／
高
知
城
ホ
ー
ル
三
階

一
一
月
三
〇
日
～

一
二
月
一
日

一
二
月
五
日

一
二
月
六
日

講
師
　
渡
邊
　
基
文
　
氏

　
高
知
県
中
小
企
業
家
同

　
好
会
代
表
理
事


